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《今月のトピック》 

★ DO 計のいろは 
 

★ トピック DO 計の原理って？ 

活性汚泥を管理する上で重要な指標のひとつである『DO』ですが、どのような測定方法が

あるのかを知っている方は少ないのではないでしょうか。 

今回は DO 計の原理からそれぞれの特徴まで簡単ではありますがご紹介しようと思います。

DO 計の購入を考えている方必見です！ 

 

 DO 測定原理と特徴 

 
隔膜電極法 光学式測定法 

隔膜ガルバニ電極法 隔膜ポーラログラフ法 蛍光法 

測定 

方法 

対象液から内部液へと隔膜を通

過した酸素が、作用極と対極が電

気的に接続された時に還元し生

じる電流を測定し算出。 

対象液から内部液へと隔膜を通

過した酸素を、作用極から対極に

電圧を印加することで還元させ

た時の電流を測定し算出。 

青色 LED の光を当てることで励

起された発光体から発せられた

蛍光を、対象液から DO透過層を

通過してきた酸素が消光させた

時の残光を検出し算出。 

模式
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特徴 

最も多く採用されている測定法。 

電解液が高アルカリ液であるこ

と及び対極が有害重金属である

ため、隔膜交換時は電極も含めて

一式で交換するユニット方式で、

定期的な交換が必要。 

電解液や電極の劣化により流れ

る電流が低下するので他の測定

法にくらべて寿命が短い。 

電解液中の電解質が消耗される

ので隔膜ガルバニ電極法に比べ

て電解液の交換頻度が多いが、電

解液が中性のため、電解液や隔膜

の交換が容易であり、また電極の

汚れを取り除き、出力を復帰させ

ることが出来るなど保守を行い

やすく経済的。 

隔膜ガルバニ電極に比べて寿命

が長い。 

隔膜や電解液を使用していない

為交換作業が無く、長期安定性に

優れる点から主に現場設置型と

して使用される。 

比較的新しい測定方法。 

隔膜電極法に比べてイニシャル

コストが高い。 

※上記の他にも滴定法のミラー変法、ウインクラー法、よう素滴定法があります。 

※DO について詳しく知りたい方はサナ通信No.12をご覧下さい。 

 

 

 

 
 

『DO』を適切に測定し判断することが活性汚泥の健全性の維持に繋がります。 

弊社では管理アドバイスをはじめ、処理トラブル時の薬剤提案まで幅広い対応が可能で

す。まずはお気軽にご連絡下さい。現場スタッフがご相談、現場調査、汚泥分析など親

身に対応させて頂きます。 


